
　　

平成28年3月22日に国土交通省は平成28年地価公示価格を発表しました。
全国の住宅地においては、雇用情勢の改善や住宅ローン減税の効果から堅調で、
マイナス0.2％と6年連続で下落幅を縮小が見られました。

福島県においては、全用途平均変動率は2.4％(前年2.4％)で上昇率は前々年を
上回りました。

用途別の県平均変動率は住宅地が2.9％(前年2.9％)、商業地は0.9％(前年0.8％)
工業用地が2.0％(前年1.7％)のプラスになっております。

福島県全体の住宅需要は浜通りや都市部を中心に高水準が続いているものの
被災者の転居による住宅需要が一巡し、上昇率が縮小傾向に移行しつつあります。

いわき市では、平窪地区や双葉郡に近い四倉地区などで重要が増す一方、土地の
選別も進み、植田、勿来など南部では上昇幅が緩やかになっております。

県内の標準地の平均価格は、住宅地が1㎡あたり32,700円(前年30,900円)、商業
地が1㎡あたり58,900円(前年58,500円)となりました。いわき市の標準地の平均
価格は、住宅地が1㎡あたり39,700円(前年35,000円)、商業地が1㎡あたり57,200円
(前年57,200円)となっております。また、住宅地変動率では、泉ヶ丘1丁目で上昇率
は県内最高、全国8位の13.4％の上昇で、いわき市内の住宅地の最高価格は、平字
作町で1㎡あたり75,500円となりました。

いわき市は、前年に引き続き重要は高水準で推移しておりますが、前年ほどの
勢いはなくなってきておりますので、動向を注目したいと思います。
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チューリップ

花言葉「博愛」

チューリップの国、オランダのお話です。
むかし、とても美しい少女がいました。

少女は、３人の騎士をとりこにし、３人ともからプロポーズされました。
騎士たちはそれぞれ、自分の家宝である王冠、剣、黄金を少女にプレゼントしました。

とても大切なものをもらったので、少女は彼らの気持ちを思うと
誰を断ることもできませんでした。

悩んだあげく、花の女神フローラに頼み、チューリップに変えてもらったということ
です。３人の騎士をそおれぞれ大切に思ったチューリップの気持ちから、

「博愛」という花言葉が生まれたそうです。
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